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花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

 生徒会の花いっぱい運動の取組も今年で１１年目を迎えました。年間を通

じて、全職員・全生徒が分担して、花の栽培と世話をしています。夏休み等

の水やりはクラブ単位で行っており、クラブ活動のない休日は職員が対応し

ています。植え替え等の際には、花ボランティアとして地域の方々にも協力

していただいています。全校生徒が一律に花の世話に関わり、花いっぱい活

動に対するひとり一人の責任感がより一層強くなりました。

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

 ６月には、公民館、社会福祉センターに地域配布用の苗を置かせていただ

き、１人３苗を上限で自由に持ち帰ってもらいました。この苗の補充や水や

りは、昼休みを利用して毎日行い、一週間程度で約千苗が無くなり終了しま

した。「いつも楽しみにしています。ありがとうございます。」「大切に育

てます。頑張ってください。」などたくさんの励ましやお礼の言葉をいただ

きました。また、地域の郵便局、学校関係、障害者施設など町内１２か所に

苗を渡し、花の里親として育ててもらい、花いっぱい運動に協力して

いただいています。

 広報活動にも努めた結果、遠方から学校の花を見に来てくださる

方々もいます。


